
  
1 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

三 沢 駅 周 辺 整 備 基 本 構 想  
 

（ 素 案 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 12月 

 

 

 

 

 

       三 沢 市 役 所  



  
1 

 

  

Ⅰ. 基本構想策定に当たって 

 

１  目  的   

 

三沢市の「陸の玄関口」である三沢駅は、ＪＲから青い森鉄道への経営移管や十和田観光

電鉄鉄道線の廃止など、その利用環境は近年大きく変化しております。三沢駅正面口周辺に

おいては、十和田観光電鉄の鉄道廃止に伴い平成２４年４月から運行開始となった代替バス

や従来のコミュニティバスの頻繁な運行による朝夕の交通混雑、バス待合環境の整備など、

多くの課題を抱えている。 

そこで市では、鉄道やバスなどの交通結節機能の強化や交通混雑の解消、さらには、観光・

特産品等の情報提供による地域の活性化を図ることを目的にバスターミナルなどをはじめと

した三沢駅周辺整備を行うものである。 
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２ 三沢市の概況と三沢市周辺地区の現状 

  

（１）三沢市の概況  

■ 青森県の南東部に位置し、東は太平洋に臨み、西は小川原湖を隔て東北町、南はおい

らせ町、北は六ヶ所村に接する。 

■ 地形はほぼ平坦で、東西約 11km、南北約 25km、面積 120.09k㎡、所々に丘陵地が広が

り南北に細長い形をしている。 

■ 太平洋戦争後に旧日本海軍飛行場が米軍三沢基地となり、現在は、全国有数の航空施

設がある大空のまちとして、約４万２千人の人口に加え８千人弱の米軍人、軍属及びそ

の家族が暮らし、異国情緒漂う国際都市として独自の発展を続けている。 

■ 近接する十和田市とともに「十和田・三沢広域生活・経済圏」の中心都市であり、青

い森鉄道三沢駅、三沢空港が立地しており、県南の玄関口としての役割を担っている。 

■ 上十三地域の通勤通学流動をみると、三沢市は通勤流動では流出よりも流入が多く、

地域の中では十和田市とならび中心的な役割を担っている。通学流動では、周辺市町村

からの流入があると同時に、十和田市への流出もみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県 

岩手県 

十和田・三沢 

広域生活・経済圏 
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（２）三沢駅周辺地区の現状  

 

■ 駅正面口には、タクシー乗降場と一般乗用車の駐車スペースがあるものの、待機タク

シーと送迎車両が同じ場所に停車しており、安全性に欠けている。 

 

■ 駅正面口には、大型バスの乗り入れスペースがなく、観光バス等の利用者の利便性に

欠けている。 

 

■ 路線バスの停留所は、十和田観光電鉄旧駅舎前と県道を挟んだ反対側の店舗前に設置

されており、朝夕の通勤・通学時間を中心に相当の交通量があるにもかかわらず、バス

レーンがないため、安全かつ円滑な交通確保ができない状況にある。 

 

■ 平成２４年４月から十和田観光電鉄鉄道線廃止に伴う代替路線バスが運行開始したこ

とにより、通勤・通学時間を中心に交通渋滞が発生するなど、バス乗降客や歩行者、さ

らには通学児童・生徒の通行・横断の安全確保に対して不安の声が多数ある。 

 

■ 十和田観光電鉄旧駅舎については、築数十年が経過しており、耐震性等の観点からも

早期の取り壊しが望ましいが、十和田観光電鉄では取り壊し費用の捻出困難なこともあ

り、当面はバス待合所及び食堂として使用を継続する予定である。 

 

■ モータリゼーションの進展に伴い、郊外での住宅開発や大型小売店の立地等により駅

前地区人口が減少、商業機能が衰退し、空洞化が深刻化している。その結果、空き地の

増加、コミュニティの希薄化、空き家・空き店舗の増加による駅前地区の活力の低下等

が進んでいる。 

 

■ 現在、三沢駅西側の春日台地区と東側市街地のアクセス改善のために、青い森鉄道を

橋で横断する（都）中央町金矢線の整備が進められている。 

 

■  青森県内では数少ない橋上駅舎を有しており、駅舎と併設する自由通路は地区住民の

駅東西地区への移動に寄与している。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%8B%E4%B8%8A%E9%A7%85
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三沢駅周辺地区の問題点 

待合室が狭い・椅子が

足りない・物産みやげ

店がない・情報発信施

設がない 

送迎車の渋滞･ﾀ

ｸｼｰ乗場がない 

車寄せ狭い屋根がな

い・駐車場不足・ﾀｸ

ｼｰﾌﾟｰﾙがない 

変則交差点・

交通渋滞 

商業施設がな

い・閉塞感 

バス停が狭い・風雨

に曝される。設置位

置動線が危険 

新たに発生する歩

行者動線の確保 

危険な接続道路 

低未利用地 

狭い踏切 

三沢駅 正面口 
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（３）正面口駅前交差点交通量  

     ｢H24.11.14(水)調査｣ 午前 7 時から午後 7 時（12 時間連続調査） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
方向 通過交通量（12時間） ピーク時間帯 ピーク時台数 

三沢市街地方面から  4,703 台 17：00～18：00 581台 

十和田方面から 3,857 台 7：00～8：00 524台 

三沢商業方面から 2,520 台 7：00～8：00 429台 

 

 

 

 

（４）三沢駅周辺利用者状況  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表示は 7：00～20：00の利用者数  ※（ ）は 6：00～24：00の利用者数 

改札口・自由通路利用状況「 H24.11.15（木）調査」  

駅構広場内送迎車・タクシー・バス利用状況「 H24.11.20（火）調査」  

 

■ 三沢駅利用者の約 60％が学生である。 

■ 駅施設入場者（自由通路）の約 60％が青い森鉄道利用者である。 

■ 駅施設入場者（自由通路）の約 20％が自家用車利用である。 
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３  広域的・上位計画等から見た地区の位置づけ 

 

 ■  （青森県都市計画マスタープラン圏域別計画・上北圏域） 

・上北圏域における圏域内外の交通ネットワークの中核的位置づけがある。 

   ・圏域の今後の人口減少抑制、自立性ある住環境の維持への寄与が期待されている。 

■  (三沢市都市計画区域マスタープラン・青森県) 

・各種広域交通拠点が立地する特性を活用した産業、観光・交流機能を強化への寄与が

期待されている。 

■  (三沢市総合振興計画) 

・青い森鉄道やバス利用者の利便性の向上を図るため、交通結節機能の強化など、三沢

市周辺の整備を進める。 

・生活に密着した公共交通機関の運用支援に努めるとともに、地域のニーズに対応した

利便性向上の実現 

・過度な自動車依存から公共交通などの多様な交通手段への転換を図るためのモビリテ

ィマネジメントを推進する。 

■  (三沢市都市計画マスタープラン) 

・三沢駅周辺および三沢空港を本市の広域交通拠点と位置付け、拠点から中心市街地ま

での公共交通等の利便性強化をはかるとともに自転車や歩くなどのひとにやさしい

歩行動線の整備・駅周辺の交通結節機能を強化するため、駐車場、駐輪場、バス乗降

所、歩行動線などは、バリアフリー化などにより必要に応じた施設の充実が期待され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県都市計画マスタープラン圏域別計画・上北圏域 

三沢市都市計画区域マスタープラン・青森県 

三  沢  市  総  合  振  興  計  画 

三 沢 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 

三 沢 駅 周 辺 整 備 基 本 構 想 

三  沢  駅  周  辺  整  備  基  本  計  画 
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４  三沢駅利用者意向等 

 

（１）既存施設への満足度 

■「歩行者利用環境」、「駅施設のバリアフリー対策」は自由通路、エレベーター施設の完

備により満足度（やや満足を含む）が高い。  

■「駅及び駅周辺の商業施設」に対する不満足度は約 50％以上が見られ、次いで「鉄道

と駅との乗り継ぎの便利さ」に対する不満足度は約 40％近くを占める。 

    また、「路線バスの待合環境」、「駅施設及びバス停等の案内表示」の不満度（やや不満

を含む）が高い。 

 

（２）地区に求められる機能への意見（母数＝152） 

※複数回答可 

■「買い物や飲食などができる商業機能」への要望 

が 60%以上と最も多く、次いで「仕事帰りや学校帰 

り、あるいは休日に時間を過ごせる広場などの交流 

機能」が約 40%、「バスターミナルやタクシー乗り場 

などの交通結節機能」が約 30％と続いている。 

 

 

 

（３）地区に望まれる施設への意見（母数＝152） 

※複数回答可 

■「コンビニエンスストア又は売店等」が約 60%、 

「食堂・レストラン（飲食店）」が約 50%、「ATM」 

「電車・バスの待合所」・「地元の物産市場や物産 

コーナー」・「ミニ図書館などの学習スペース」が 

約 30%、「バスターミナル（バス停留所等）」・ 

「公園イベント広場」が 20%強と高くなっている。  

  

 

（４）地区の利便性向上に対する意見（自由意見） 

■もっとも多く寄せられたのは「青い森鉄道」及び 

「路線バス」の乗り継ぎに関しての改善要望 

であった。 

 

 

 

 ％  

 ％ 
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Ⅱ. 駅周辺の現状に対する課題 

 

 

 

１  交通機能に関する課題 

 

（１）交通結節機能の強化 

■  交通機関間の連結を強化し、円滑な乗り換えや乗り継ぎの確保により、公共交通全体

としての利便性を高めることが必要である。  

■ 駅正面口に、必要な送迎スペースやタクシー乗降場、バス乗降場など

の交通結節点の整備及び集約化を行い、駅利用者の不満解消を図ること

が必要である。  

 

（２）交通安全施設等の再整備 

■  朝夕の通勤・通学時間帯に駅正面口前の交差点を中心に発生する交通混雑を解消する

ため、道路体系の整備を図ることが必要である。（交差点改良、踏切拡張、歩道整備等） 

 

（３）安心で安全な歩行者空間の整備 

■ 駅周辺の道路や歩道は狭く、段差もあるため、快適に通行できるよう、ユニバーサル

デザインを考慮した、バリアフリー化を進めることが必要である。  

■ 駅正面口には、待機タクシーや送迎車が停車しており、混雑時には駐車

スペースからの歩行者及び自動車の通行を阻害している状況を解消する

ことが必要である。  

 

２  商業・情報発信機能に関する課題 

 

（１）商業機能の拡充 (空き店舗の増加による空洞化傾向) 
■ 駅の賑わい再生による地域の活性化に対して、周辺地域住民から強い要望があるた

め、再生に向けた基盤づくりが必要である。 

■ 交通拠点性の高い地区にも関わらず、商業機能は年々低下傾向にあるため、人が集ま

る商業機能の可能性に応じての取り組みが必要である。 

 

（２）観光・物産に対する情報発信の機能強化 

■ 「陸の玄関口」として、地域の観光・物産情報を発信する機能（観光・物産案内所、

観光案内板等）が不足しているため、市内の観光・地域情報の案内など、多様な観光客

のナビゲートを強化することが必要である。 
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３  土地利用に関する課題 

 

（１）土地利用の推進 
■ 三沢駅の正面口側については、十和田観光電鉄鉄道線の三沢駅が平成２４年３月３１

日をもって廃止となり、ホーム及び線路が使用されていない状態であることに加え、旧

駅舎は老朽化が進んでおり、災害時に倒壊の恐れがあるが、取り壊し費用が捻出困難な

ため、すぐに取り壊すことができない状況である。しかし、廃止した鉄道路線の代替バ

スが同年４月１日から運行開始され、駅前におけるバス交通量の増加による交通混雑解

消のため、旧駅舎やホーム及び線路の用地などの有効活用が必要である。 

 

■ 正面口広場の用地のほか、十和田観光電鉄所有地に隣接する青い森鉄道の低未利用地

について、青い森鉄道の運営に支障が生じない範囲での有効活用の余地があると考えら

れる。 

  

■ 筆界未定地が存在するため、駅周辺整備を実施するにあたり、筆界未定地の解消を行

い、有効活用が必要である。 

 

４ 駅周辺の景観・環境に関する課題 

 

（１）三沢らしい駅の交流シンボル機能の向上 

■ 「陸の玄関口」として、市民や来訪者が集う憩いやゆとりのある空間とし、景観やシ

ンボル機能、駅の付帯施設、複合施設などを一体的に整備し、利便性や安全性等に配慮

しながら、まちの顔として特色ある空間形成をすることが必要である。 
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Ⅲ. 三沢駅周辺整備の考え方 

 

１  交通ターミナルとしての機能強化 

 

■ 現在の十和田観光電鉄旧駅舎の土地や青い森鉄道低未利用地などを有効活用し、三沢駅

正面口側の路線バス停留所と東口側の高速バス停留所を駅正面口にバスターミナルとし

て集約し、大型バスの乗入れも可能とすることで利便性を確保し、交通結節点の機能強化

を図る。 

■ ターミナル内の車両の混雑を解消するために、バスやタクシー乗降場、自家用車の送迎

スペース等のすみ分けをし、駅機能の向上を図る。 

■ 駅利用者の交通と通過交通とを大きく区分するとともに、ターミナル内のバスやタクシ

ー及び自家用車、並びに歩行者等の流れを区分し、安全性・快適性が高い交通流をつくる。 

■ 駅正面口前の交通混雑を解消し、歩行者の安全確保を図るため、県道三沢十和田線の交

差点改良、歩道設置等の道路環境整備を図る 。 

■ 歩行者通路の整備に当たっては、高齢者や障害を持つ方の利用も考慮し、幅員の確保や

シェルター（上屋）設置等により、雨天時や降雪時の快適性を確保するとともに、横断箇

所を減らすなど安全性の高い歩行者空間の整備を図る。 

■ 国内外の観光客や来訪者にとどまらず、高齢者や障害者にも配慮したわかりやすいデザ

インの誘導・案内サインの整備を図る。 

２  駅と直結する複合施設の整備 

 

■ ＪＲの各種乗車券等を販売する「青い森たびショップ」、十和田観光電鉄のバス案内機

能を有する「バス発券窓口」を再配置するとともに、観光・物産情報発信機能を有する「観

光案内施設」を一体として整備を図り、観光客や来訪者に対する利便性を高める。 

■ 現在、玄関口として不足している、商業機能及び飲食施設については、十和田観光電鉄

旧駅舎にある「十鉄食堂のそば屋」を再配置するだけではなく、地場産品を活用した「飲

食施設」、お土産品を取り扱うコンビニエンスストア等の販売施設を配置し、物産情報の

発信機能強化も図る。 

■ 現在の待合室は狭隘であることから、各所に待合スペースを設け、市民・駅利用者の快

適な待合環境の整備を図るとともに、憩い・集い・語らいができる多目的なスペースを配

置し、交流と賑わいの空間創出を図る。 

■ 青い森鉄道三沢駅は橋上駅であり、２階部分に改札口があることから、複合施設の整備

にあたっては、改札口を出てすぐの自由通路と接続することで利便性を確保し、バリアフ

リーに配慮しながら、限られたスペースの中で集約化を行い、有効的な整備を図る。 
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Ⅳ．三沢駅周辺整備の基本コンセプト・基本方針  

 

 
                                                   現   状  課   題  

正

面

口

広

場  

 
・駐車場が少なく送迎車の待機場所がない。 

・車寄せ、夕クシ一乗り場が狭く、雨に濡れる。 

・混雑時に県道まで車が連なる。  

・十鉄線廃止に伴いバス利用者が増加している。  

・バス停に風雨を避ける設備、待合スペース、バスレ

ーンがない。 

・バス停まで県道を横断するため危険である。  

・バス停まで歩道が狭く、雨に濡れる。  

・歩道の除雪対策が不十分である。  

・駐輪場に屋根がない。 

 

低未利用地の活用による交通結節
機能の強化 
（送迎車待機場所・タクシープール・

ロータリー等の整備、待合所・連携連

絡通路等の整備等） 

駅

舎

・

自

由

通

路  

 

・待合室が狭い。 

・自由通路が寒い、椅子が少ない、通学生で混雑する。  

・特産品・土産品の販売店がない。 

・観光情報発信機能がない。 

 

待合スペース等の拡張・機能強化 
（待合スペース等の拡張・新設、販売

スペースの整備、情報発信施設・サイ

ン・案内板等の充実） 

駅

周

辺  

施

設  

 

・コンビニエンスストア・ＡＴＭ等がない。 

・三沢市の玄関口としてのイメージが不足している。  

・寂れた印象、閉塞感がある。 

・旧十和田観光電鉄駅舎・プラットホーム及びその東

側用地・高架下の低未利用地化している。 

・正面口交差点が変則的なことから、渋滞が発生し、

危険である。 

・駅南側踏切が狭く相互通行が出来ない。 

・南側踏切からの道路と県道三沢・十和田線の取り合

いが危険である。 

・踏切方向から十和田方面への左折が出来ない （逆

方面も同様）。 

・中央町金矢線からの歩行者動線が想定される。 

 

土地利用の推進・商業施設の拡充 

交通安全施設の再整備 
（交差点改良、踏切拡幅、歩道整備等） 

東

口

広

場  

 

・朝に送迎車で渋滞する。 

・送迎車の待機場所がない。  

・風雨を避ける設備、待合スペースがない。  

・夕クシ一乗り場がない。  

・駐車料金がかかる。  

・多目的広場が有効に活用されていない。  

・駐輪場の車止め間が狭い。  

・駐輪場の街灯が暗い。 

 

交通機関との連携強化 

基本コンセプト・基本方針  整備施設  

交通ターミナル 

安全で快適な交通結節拠点を 目指します  

 

〇正面口広場における交通結節機能の向上 

低未利用地を活用したバスターミナル、タクシー乗り場及び一

般車両停車場等の一体的な整備を行い、交通結節点としての機能

強化を図ります。    

〇道路、歩道及び交差点の整備・改良 

利用者の安全且つ円滑な交通誘導を確保するため、正面口の道

路、歩道及び交差点の整備・改良を図ります。 

〇安心で快適な待合・移動空間の形成 

公共交通の安心・快適な利用を促進するため、天候、バリアフ

リ一及び乗継動線等に配慮した待合施設、移動空間の確保及び案

内設備の整備を図ります。 

 

 

■バスターミナル 

（バス乗降場、バス待合所など） 

■タクシー乗降場          

■一般車両停車場 

（送迎車用） 

■歩行者通路 

（上屋、バリアフリー化など） 

■案内標識 

■駐輪場 

■駐車場 

（鉄道会社車両、駅利用客等） 

複 合 施 設 

 

人が集い賑わう、魅力ある交流拠点を目指します   

 

〇既存施設の集約化 

青い森たびショップ、十和田観光電鉄(バス発券所等)の集約化

により、効率的且つ機能的な交通利用体系の整備を図ります。 

〇観光・交通情報提供機能の充実 

青い森鉄道沿線及び周辺市町村を含めた観光 ・ 交通情報を発

信し、広域観光及び交通結節の補完的役割を担います。 

〇利便施設等の付加機能の充実 

駅利用者の買い物や飲食、休憩等に利用できる利便施設の設置

により、商業・サービス機能の向上を図ります。 

○地域特性を活かした魅力あふれる空間の創出 

地域の風土や文化・歴史等の特色を活かした個性豊かな空間と

することにより、交流・賑わいを創出し、三沢市及び駅周辺地域

を象徴する魅力的な環境整備を図ります。 

 

 

■青い森たびショップ 

■バス発券所 

■飲食施設 

（十鉄そば屋、地場産品を活用し

た飲食施設、カフェスペース等） 

■待合スペース 

■案内標識 

■観光案内施設 

（観光案内所等） 

■ＡＴＭ 

（キャッシュコーナー） 

■コンビニエンスストア等の商

業施設 

（お土産等の販売あり） 

■多目的スペース 

■交番 

方向性 



  
12 

 

  

 


